
写真1．壊滅的な被害を受けた南三陸町造船所

大破した亘理町の漁業協同組合の建屋

写真2．亘理地域プロジェクトの造船の打ち合わせ
船主、被災地造船所、建造協力造船所による建
造中漁船内での機器配置決定のようす
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小
型
底
び
き
網
漁
業
と
火か
こ
う光
利
用
敷
網

漁
業（
＊
）の
兼
業
化
に
向
け
て
、ま
た
、

漁
獲
物
の
活
魚
出
荷
率
を
高
め
る
た
め

に
、
地
域
プ
ロ
ジェ
ク
ト「
亘わ
た
り理
地
域
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
改
革
型
）」が
２
０
１
１
年
2
月

18
日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
水
産
庁
の
漁
船
漁
業
構
造

改
革
総
合
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、
宮

城
県
漁
業
協
同
組
合
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
の
は
、
こ

の
事
業
で
９
・
７
ト
ン
型
の
小
型
底

び
き
網
漁
船
の
建
造
計
画
が
着
々

と
進
ん
で
い
た
矢
先
の
こ
と
で
し

た
。
建
造
を
予
定
し
て
い
た
宮
城

県
南
三
陸
町
の
造
船
所
も
津
波
で

大
被
害
を
受
け（
写
真
１
）、
船
体

を
建
造
・
修
理
す
る
設
備
や
設
計

図
も
流
さ
れ
、
建
造
の
見
通
し
が

立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
水
産
庁
海
洋
技
術
室
の
指
導

の
も
と
、
エ
ン
ジ
ン
が
船
体
内
に
設
置
さ

れ
た
内
燃
機
船
を
対
象
に
、
被
災
地
小
型

漁
船
新
造
の
た
め
の
支
援
調
査
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
水
産
工
学
研

究
所
は
、
ま
ず
、
被
災
し
た
漁
業
者
の
漁

船
復
旧
の
ニ
ー
ズ
に
加
え
、
各
造
船
所
の

被
災
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し

た
。次

に
、
被
災
し
て
い
な
い
地
域
の
造
船

所
を
訪
ね
、建
造
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

小
型
漁
船
は
、
地
域
の
風
土
、
す
な
わ
ち

気
候
、
海
象
な
ど
に
合
わ
せ
て
造
ら
れ
る

た
め
、
被
災
地
の
漁
業
者
が
必
要
と
す
る

漁
船
を
造
る
こ
と
が
で
き
る
造
船
所
は
限

ら
れ
て
き
ま
す
。
水
産
工
学
研
究
所
は
、

技
術
力
、
建
造
後
の
運
搬
方
法
な
ど
を
確

認
し
合
い
な
が
ら
情
報
収
集
し
、
建
造
協

力
の
依
頼
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
幸
い
、

日
本
海
側
の
北
陸
小
型
船
舶
工
業
会
な
ど

の
協
力
を
得
て
、
十
数
隻せ
き
の
小
型
漁
船
の

建
造
に
と
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
亘
理
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
小

型
底
び
き
網
漁
船
は
、
千
葉
県
い
す
み
市

に
あ
る
造
船
所
の
全
面
的
協
力
に
よ
り
、

７
月
17
日
に
進
水
し
ま
し
た（
写
真
３
）。

そ
の
後
、
宮
城
県
に
回
航
さ
れ
、
機
能
が

震
災
復
興
へ
の
取
り
組
み
②

東
日
本
大
震
災
被
災
地
の

小
型
漁
船
建
造
の
取
り
組
み

―
亘わ

た
り理
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
改
革
型
）
―

＊ 火
か

光
こう

利用敷網漁業：夜間に集魚灯でイカナゴ稚魚などを集め、すくい取る漁法
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宮城県

写真3．亘理地域プロジェクトの小型底びき網漁船が
千葉県いすみ市で進水

震災復興への取り組み

放流事業の新担当者
福士 晃弘（左）さんと
湊 和道（右）さん

さけます事業所に岩手県から研修生が来ました

震災からの復興をめざして

Column

北海道区水産研究所では、震災復興支援の一環として、被災県を対象にした栽培漁業技術研修を実施しています。

URL ▶ http://hnf.fra.affrc.go.jp/event/kensyuu.html
詳しくはイベント情報「被災県を対象にした栽培漁業技術研修の実施について」をご覧ください。
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回
復
し
た
被
災
地
の
造
船
所
で
最
終
的
に

す
べ
て
の
装
置
や
設
備
の
装
備
を
行
い
、

９
月
に
竣し
ゅ
ん
こ
う工す

る
予
定
で
す
。

今
回
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
に
は
国
民
全
員
で
支

援
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
い
う

こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
亘
理
地
域
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
改
革
型
）」は
、「
亘
理
地
域

漁
業
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
漁
業
復
興
計
画

（
小
型
底
び
き
網
漁
業
復
興
計
画
）」へ
移

行
し
、
12
年
3
月
15
日
に
漁
業
復
興
計
画

と
し
て
漁
業
改
革
推
進
集
中
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
中
央
協
議
会
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

サケ稚魚の飼育と放流が佳境を迎えた５月上旬、北海道の東部にある伊
い ち ゃ に

茶仁
さけます事業所と虹

にじべつ

別さけます事業所では、岩手県の三陸やまだ漁業協同組合
からサケふ化放流事業の新担当者に、稚魚飼育などの技術研修を行いました。
研修メニューは、飼育施設の特徴に合わせた良好な池環境での飼育方法や寄
生虫の検査と駆除、稚魚の健康度評価など。基礎的な理論から実践的な技術ま

で、かなり盛りだくさんでしたが、
ふたりとも理解が早く、動きもス
ムーズ。ひとつひとつのメニューに熱心に取り組む姿は、今後
の成長を大いに期待させてくれました。生活環境もいまだ整わ
ず苦労も多いと思いますが、彼らが岩手県のサケ資源増大に向
けて活躍されるよう願っています。


